
02 HALINA 16   2012.05.01 ■03

特 集
東ティモール独立から10年─社会正義のためにたたかいつづける

■ HALINA 16   2012.05.01

東
ティ
モ
ー
ル

独
立
か
ら
　
年

社
会
正
義
の
た
め
に
た
た
か
い
つ
づ
け
る

02 Relay Essay ポコポコ⑯　立ち止まり、前へ進む◎伊藤幸蔵
03 ［特集］東ティモール 独立から10年─社会正義のためにたたかいつづける

東ティモール・この10年間を振り返って◎エゴ・レモス
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面接試験が終わりました！ 
3.11  APLAの仲間もキャンドルナイト

15 事務局だより

一
年
の
間
に
私
た
ち
は
変
わ
れ
た

か
？

　

昨
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
。

直
接
被
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の

日
を
境
に
世
の
中
が
変
わ
っ
た
、
ま
た

は
変
わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
だ
。
政

治
・
経
済
、
衣
食
住
も
含
め
あ
ら
ゆ
る

面
に
わ
た
り
、
日
本
人
の
生
存
そ
の
も

の
を
問
い
た
だ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
昨
年
11
月
に
は

世
界
人
口
が
70
億
人
を
超
え
、
新
興
国

を
中
心
に
人
口
増
加
は
加
速
し
て
い
く
。

加
え
て
、
地
球
環
境
の
悪
化
、
食
生
活

の
変
化（
肉
食
化
）
や
投
機
取
引
、
バ
イ
オ

エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
生
産
も
食
糧
・
穀

物
不
足
の
大
き
な
原
因
と
な
り
、
依
然

と
し
て
飢
餓
・
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

一
年
の
間
に
私
た
ち
は
前
進
で
き
た

か
？

　

こ
れ
ら
の
事
態
に
対
応
し
改
善
す
る

術
・
運
動
を
先
輩
た
ち
は
模
索
し
つ
づ

け
て
き
た
。
米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
で

も
鶏
の
餌
の
90
％
以
上
を
輸
入
。2
0
0

1
年
か
ら
独
自
に
自
給
飼
料
の
生
産
・

利
用
を
推
進
し
て
き
た
が
、
2
0
1
0

年
か
ら
は
地
域
の
稲
作
農
家
・
行
政
・

流
通
団
体
と
共
に
「
置
賜
地
区
飼
料
米

生
産
利
用
協
議
会
」
を
設
立
し
、
今
年

度
5
0
0
ト
ン
程
の
生
産
・
使
用
を
予

定
し
て
い
る
。
ま
た
、
未
利
用
資
源
を

活
用
し
、
国
産
飼
料
使
用
率
約
99
％
の

鶏
の
生
産
実
験
を
続
け
、
バ
イ
オ
ガ
ス

利
用
も
め
ざ
し
て
い
る
が
、
予
定
よ
り

進
ま
な
い
。
焦
り
が
募
る
。

　

2
0
1
0
年
、
山
形
で
開
催
さ
れ
た

B
M
W
技
術
20
周
年
記
念
の
講
演
で
安

田
喜
憲
先
生
が
話
さ
れ
た
「
日
本
人
は

世
界
で
最
後
に
武
器
を
つ
く
っ
た
」
が

思
い
出
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
争
う
必
要

の
な
い
豊
か
な
国
だ
っ
た
と
。
今
は
ど

う
か
。
地
域
共
同
体
が
壊
れ
、「
物
」
と

「
経
済
」
ば
か
り
が
優
先
さ
れ
、「
豊
か

さ
」
が
離
れ
た
よ
う
に
思
う
。
目
に
見

え
な
い
経
済
だ
け
が
暴
走
し
て
い
く
。

　

今
は
立
ち
止
ま
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
？

　

目
的
と
目
標
を
混
同
し
な
い
で
い
た

い
と
思
う
。
同
時
に
、
目
的
に
よ
り
手

段
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
の
確
認
を
し

て
い
き
た
い
。
も
う
一
度
仲
間
と
話
し
、

想
い
を
共
有
し
た
い
。
地
域
、
全
国
、

世
界
の
仲
間
と
。

　

そ
し
て
前
進
。
前
進
の
目
的（
意
思
）

を
皆
で
共
有
し
強
く
持
つ
。
そ
し
て
技

術
を
進
化（
深
化
）
さ
せ
、
希
望
の
持
て

る
未
来
を
育
て
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
て
、
親
父
が

好
き
だ
っ
た
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

「
立
ち
止
ま
り
、
振
り
返
り
、
ま
た
歩

き
出
す
、
一
筋
の
道
」　

浜
田
広
介

学生時代を彩るパンジャビ
　10年ほど前、母が訪れたイン

ドのムンバイで買ってきてくれ

たパンジャビ。チュニックとゆっ

たりしたパンツ、大判のスカーフで1セットになり

ます。

　3人姉妹で交互に着てね、と言われたものの私

以外の姉妹が着ている姿を見たことはなく、もっぱ

らイギリス大学時代のハウスパーティー用でした。

　高校を卒業してから渡英した大学では、会う人

会う人が友達になっていく。そしてみんなの国籍も

様々で、毎日が刺激に溢れていました。パリ出身の

友だちが私のパンジャビを喜んで着ていたのがと

てもいい思い出です。彼女は今インドでアーティス

トとして活動しています。

　思い出す人たちは、あまりインドには関係ありま

せんが、あらゆる文化や友人に刺激を受けていた

学生時代を象徴するような衣装です。（黒澤仁実）

「ポコポコ」は「サンゴ礁の満潮」をイメージしています。潮が満ちていくにつれ、サンゴ礁のあちらこちらに“ポコ”（水たまり）が現れて、ポコポコ同士がつながり始め、いつのま
にか一面海になるというイメージです。アジアの各地域で「ポコ」が生まれ、気がつけばつながっているような活動をしていきたいという思いがこめられています。
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立ち止まり、前へ進む
伊藤幸蔵／いとう・こうぞう
米沢郷牧場グループ代表、一般社団法人BMW技術協会理事長
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特
集

東
テ
ィ
モ
ー
ル
・

こ
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
て

エ
ゴ・レ
モ
ス
／E

go Lem
os

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和
国
が
独

立（
主
権
回
復
）
し
て
か
ら
10
年
が
経
つ
。

1
9
9
9
年
9
月
に
実
施
さ
れ
た
「
住

民
投
票
」
に
よ
っ
て
24
年
間
に
わ
た
り

が
山
地
。
気
候
は
、
熱
帯
性
で
、
雨

季
と
乾
季
に
分
か
れ
て
い
る
。
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
人
口
は
約
1
1
0
万
人

（
2
0
1
2
年
）
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農

民
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
「
農
業
国
」
だ
。

人
口
の
85
％
が
地
方
に
暮
ら
し
、
農

業
・
漁
業
・
森
林
に
依
拠
し
て
生
活
し

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
家
族
が

自
分
た
ち
の
土
地
で
様
々
な
種
類
の
作

物（
穀
物
、
果
物
、
野
菜
）
や
家
畜
を
育
て
て

い
る
。
し
か
し
、
政
府
歳
入
の
99
％
は
、

石
油
収
益
金
で
、
残
り
の
1
％
の
み
が

コ
ー
ヒ
ー
産
業
、
税
金
、
観
光
業
な
ど

に
よ
る
も
の
だ
。

　

幹
線
道
路
や
市
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
各
地
で
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
国
連
な
ら
び
に
国

際
機
関
は
住
民
投
票
後
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
約
12
年
間
、
二
国
間
・
多
国

間
援
助
あ
わ
せ
て
70
億
ド
ル
以
上
を
東

テ
ィ
モ
ー
ル
に
落
と
し
て
き
た
が
、
そ

う
し
た
巨
額
の
お
金
は
、
結
局
は
東
テ

ィ
モ
ー
ル
に
留
ま
ら
ず
、
そ
も
そ
も
の

資
金
源
か
ど
こ
か
別
の
場
所
に
流
れ
て

い
っ
た
。
独
立
後
の
10
年
間
で
、
フ
レ

テ
リ
ン
と
A
M
P
の
両
政
権
は
、
30
億

ド
ル
以
上
を
支
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ

も
草
の
根
の
人
び
と
へ
の
経
済
的
な
イ

ン
パ
ク
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
と

い
え
る
。
そ
う
し
た
資
金
の
9
割
以
上

　
東
テ
ィ
モ
ー
ル
独
立（
主
権
回
復
）
か
ら
10
年
が
経
っ
た
。独
立
に

命
を
か
け
て
た
た
か
っ
た
多
く
の
人
び
と
の
夢
は
実
現
し
た
の

か
。若
者
は
未
来
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

老
人
は
安
心
し
て
死
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。学
生
、

農
民
、
そ
し
て
独
立
運
動
の
活
動
家
に
話
を
聞
い
た
。
そ
こ
か
ら

出
て
き
た
の
は
、経
済
政
策
の
失
敗
、格
差
の
拡
大
、劣
悪
な
ま

ま
の
生
活
環
境
、
と
い
う
現
実
で
あ
っ
た
。
こ
の
国
の
次
の
10
年
、

難
題
へ
の
挑
戦
が
続
く
。A
P
L
A
も
共
に
歩
み
た
い
。（
編
集
部
）

10東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
占
領
し
て
い
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
去
っ
た
。
そ
の
後
、
国
際

連
合
東
テ
ィ
モ
ー
ル
暫
定
行
政
機
構

（
U
N
T
A
E
T
）
に
よ
る
暫
定
的
な
統
治
を

経
て
、
2
0
0
2
年
5
月
20
日
に
正
式

に
独
立
し
、
制
憲
議
会
選
挙
を
経
て
、

政
府
機
構
が
形
成
さ
れ
た（
そ
の
後
も
現
在

ま
で
国
連
は
駐
留
）。
独
立
後
、
2
0
0
2

年
〜
07
年
は
フ
レ
テ
リ
ン
が
、
07
年
〜

12
年
は
国
会
多
数
派
連
盟（
A
M
P
）
が
政

権
に
つ
い
て
き
た
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
今

　

東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
国
土
の
ほ
と
ん
ど APLAと一緒に地域作りに取り組むFitun Caetano（フィトン・カイタノ）の皆さん。
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ど
を
実
施
し
て
き
た
。
2
0
1
2
年
11

月
に
も
、
各
地
か
ら
多
数
の
青
年
が
参

加
で
き
る
よ
う
な
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
を

計
画
し
て
い
る
。

　

2
0
1
2
年
に
は
大
統
領
選
挙
と
国

民
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
を

機
に
、
人
び
と
の
暮
ら
し
向
き
が
改
善

さ
れ
、
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
が
腐
敗
し
て

い
く
こ
と
に
歯
止
め
を
か
け
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
日
本
の
皆
さ
ん
へ
。
東
テ

ィ
モ
ー
ル
の
人
び
と
の
独
立
に
向
け
た

闘
い
、
そ
し
て
、
占
領
時
代
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
心
あ
た
た
か

い
サ
ポ
ー
ト
に
対
し
て
、
改
め
て
お
礼

を
伝
え
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち

自
身
、
そ
し
て
次
世
代
の
よ
り
よ
い
未

来
の
た
め
に
、
様
々
な
形
で
お
互
い
に

サ
ポ
ー
ト
し
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。■

は
す
で
に
無
償
教
育
、
無
償
給
食
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
が
、
未
だ
に

学
校
や
設
備
、
先
生
が
不
足
し
て
い
る

地
方
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
給
食
で
使

用
さ
れ
て
い
る
食
料（
米
や
豆
）
の
ほ
と

ん
ど
が
海
外
か
ら
の
輸
入
だ
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
問
題
な
の
は
、

教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
明
確
な
政

策
が
政
府
内
に
存
在
し
て
い
な
い
こ
と

だ
。
現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
、
若
者
を
ふ

る
さ
と
か
ら
引
き
離
す
た
め
の
も
の
に

思
え
る
。
例
え
ば
、
農
業
高
校
や
大
学

　

医
療
・
保
健
衛
生
の
現
状
も
非
常
に

大
き
な
問
題
だ
。
人
び
と
は
土
地
で
と

れ
た
季
節
の
も
の
を
食
べ
る
よ
り
も
、

輸
入
さ
れ
た
加
工
食
品（
イ
ン
ス
タ
ン
ト

麺
や
缶
詰
な
ど
）
を
食
べ
る
傾
向
が
あ
る
。

Save the C
hildren

に
よ
る
子
ど
も
の

栄
養
失
調
に
関
す
る
報

〈
注
１
〉

告
書
・
2
0
1 

2
年
で
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
5
歳
以

下
の
子
ど
も
た
ち
の
54
％
が
栄
養
不
良

に
よ
る
発
育
阻
害
で
あ
り
、
こ
れ
は
世

界
で
3
番
目
に
悪
い
状
況
だ
と
い
う
。

よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に

　

独
立
か
ら
10
年
が
経
っ
た
現
在
も
、

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
状
況
は
厳
し
い
。
し

が
、
首
都
の
デ
ィ
リ
だ
け
で
ま
わ
り
、

地
方
農
民
に
と
っ
て
重
要
な
市
場
へ
の

ア
ク
セ
ス
や
道
路
イ
ン
フ
ラ
は
ま
だ
ま

だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

働
き
盛
り
の
若
い
世
代
は
村
を
離
れ
、

仕
事
や
勉
強
の
た
め
に
首
都
デ
ィ
リ
や

近
く
の
町
に
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
残

さ
れ
た
親
世
代
が
国
の
た
め
に
農
業
生

産
を
続
け
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

政
策
の
現
状

　

す
で
に
、
社
会
基
盤
省
、
農
業
省
、

経
済
省
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
ど

こ
に
も
農
業
や
食
料
安
全
保
障
な
ど
に

関
す
る
明
確
な
計
画
や
政
策
が
な
く
、

省
庁
間
で
の
調
整
も
圧
倒
的
に
不
足
し

て
い
る
。
政
府
予
算
の
多
く
は
、
外
国

人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
高
給
を
支
払
う
こ

と
、
海
外
か
ら
の
農
業
資
材
・
機
材
の

輸
入
代
金
に
消
え
て
い
る
。
A
M
P

政
権
は
、
観
光
商
工
省（
M
T
C
I
）
を
通

じ
て
、「PO

V
U

 K
U

D
A G

O
V

ER
N

U
 

SO
SA

（
人
び
と
が
種
を
ま
き
、
政
府
が
買
い
上
げ

る
）」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
か
す
ぎ
な
い
。
地
方
で
生
き
る
人

び
と
か
ら
は
、
不
満
や
苦
言
が
途
切
れ

る
こ
と
は
な
い
。
政
府
は
、
人
び
と
の

食
料
安
全
よ
り
も
、
外
国
の
た
め
に
白

米
の
輸
入
に
お
金
を
つ
ぎ
こ
む
こ
と
を

の
農
学
部
で
教
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

各
地
域
の
現
状
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、

学
生
た
ち
の
出
身
地
の
村
で
役
立
つ
実

践
よ
り
も
、
単
な
る
理
論
ば
か
り
だ
。

こ
れ
が
、
人
び
と
が
受
け
継
い
で
き
た

伝
統
的
な
知
識
を
弱
体
化
さ
せ
る
原
因

と
な
っ
て
い
る
。
両
親
た
ち
は
、
子
ど

も
が
村
に
戻
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
村
で

生
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
の
多
く
は
、

卒
業
後
に
、
農
業
省
の
農
業
普
及
員
や

政
府
組
織
で
働
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

か
し
、
解
決
策
を
見
つ
け
る
の
に
、
手

遅
れ
で
あ
る
こ
と
は
な
い
と
信
じ
て
い

る
。
た
だ
し
、
物
事
の
成
り
行
き
を
見

守
っ
て
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

政
府
、
市
民
団
体
、
地
方
自
治
体
、
そ

し
て
人
び
と
と
の
強
力
な
協
働
作
業
が

必
要
だ
。

　

私
自
身
も
、
最
善
の
貢
献
を
し
た
い

と
常
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
に
、P

〈
注
２
〉

ER
M

ASC
O

U
T-T

L

と
い
う
団
体
の
立
ち
上
げ
が
あ
る
。
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー

運
動
を
あ
わ
せ
た
も
の
だ
。
団
体
の
目

的
は
、
ス
カ
ウ
ト
運
動
を
通
じ
て
持
続

可
能
な
発
展
を
率
い
て
い
く
次
世
代
を

育
て
る
た
め
、
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

考
え
や
シ
ス
テ
ム
を
広
め
る
こ
と
に
あ

る
。
モ
ッ
ト
ー
は
、「
地
球
、
人
、
そ

し
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
未
来
を
ケ
ア
す

る
」
だ
。PER

M
ASC

O
U

T-T
L

に
は
、

地
方
に
い
く
つ
か
の
小
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
〈
注
３
〉、
将
来
的
に
は
、
他
の
地
域
に
も
こ

う
し
た
小
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
各
地
か

ら
4
0
0
人
以
上
の
青
年
が
参
加
し
た

デ
ィ
リ
郊
外
で
の
キ
ャ
ン
プ（
08
年
2
月
）、

ス
カ
ウ
ト
メ
ン
バ
ー
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
気
候
変
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
盛
り
込
ん
だ
集
会（
10
年
6
月
）
な

好
ん
で
い
る
。
食
料
の
95
％
が
海
外

か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
、

自
分
た
ち
の
土
地
で
育
て
た
多
種
多
様

で
旬
の
作
物
を
食
べ
る
代
わ
り
に
白
米

へ
の
人
び
と
の
依
存
を
よ
り
強
め
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
、
栄
養
不
良
、
土
壌

劣
化
、
地
方
の
市
場
の
崩
壊
を
招
い
て

い
る
。

教
育
・
医
療
は
…
…

　

政
府
は
教
育
に
多
額
の
予
算
を
つ
ぎ

込
ん
で
き
た
。
い
く
つ
か
の
地
方
政
府

〈
注
１
〉http

://w
w

w
.saveth

ech
ild

ren
.org/atf/
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〈
注
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〉PE

R
M

A
S

C
O

U
T

-T
L

（P
erm

acu
ltu

re
 

S
c

ou
t T

im
or-L

e
ste

）
は
、東
テ
ィ
モ
ー
ル
で

2
0
0
7
年
1
月
27
日
に
立
ち
上
げ
た
ス
カ
ウ

ト
団
体
で
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
連
盟

（U
N

E
-T

L

）、
お
よ
び
エ
ゴ
・
ラ
モ
ス
さ
ん
自

身
が

設
立
し

たN
G

O

で

あ

るP
E

R
M

A
T

IL

（P
erm

acu
ltu

re
 T

im
or L

e
ste

）
の

も

と

で
活
動
し
て
い
る
。

〈
注
３
〉
現
在
は
マ
ヌ
フ
ァ
ヒ
県
ト
ゥ
リ
ス
カ
イ
郡
、
バ

ウ
カ
ウ
県
ラ
ガ
郡
、
エ
ル
メ
ラ
県
、
ア
イ
レ
ウ

県
に
あ
る
。

APLAが活動するエルメラ県のコーヒー産地で、Permatilの協力のもと、
乾季でも農業ができる方法を学ぶワークショップを実施。

全国から集まった青年たちが気候変動について真剣に学び語り合った。

2011年11月にオープンした「ティモール・プラザ」は、東ティモールで初めて
のショッピング・モール。

コーヒープランテーションの風景。
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独
立
か
ら
10
年
、

今
、私
た
ち
が
感
じ
て
い
る
こ
と
。

独
立
後
︑
教
育
分
野
で
の
変
化

は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

高
校
ま
で
無
償
で
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
︑
自
分
も
今
こ
う
し

て
大
学
で
勉
強
で
き
て
い
る
し
︑
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
︑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

も
大
き
な
変
化
で
す
︒

　

一
方
︑
変
化
が
な
い
の
は
経
済
分

野
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
雇
用
が
な

い
た
め
に
︑
両
親
に
学
費
な
ど
金
銭

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
頼
み
つ
づ
け
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
が
︑
両
親
は
農
民

の
た
め
︑
私
が
大
学
に
通
う
授
業
料

を
支
払
う
余
裕
は
な
く
︑
新
学
期
ご

と
に
叔
父
に
授
業
料
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
︒
叔
父
も
一
度

に
全
額
を
払
え
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
︑
30
ド
ル
の
授
業
料
を
支
払
う
た

独
立
後
の
10
年
で
︑
首
都
デ
ィ

リ
で
起
こ
っ
た
一
般
的
な
変

化
は
︑
車
の
交
通
量
が
と
て
も
増
え

た
こ
と
︑
何
か
ら
何
ま
で
が
デ
ィ
リ

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
で
す
︒
ま
た
︑

市
内
に
は
政
府
の
建
物
が
多
く
建
設

さ
れ
ま
し
た
が
︑
そ
の
多
く
は
中
国

政
府
か
ら
の
財
政
援
助
に
よ
る
も
の

で
す
︒
大
統
領
府
︑
外
務
省
︑
そ
し

て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
防
軍
の
事
務
所

な
ど
︒
政
府
は
︑
石
油
ガ
ス
基
金
の

お
金
も
依
然
と
し
て
国
内
の
開
発
に

は
使
用
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
︒
一
方
︑
市
外
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ

い
て
は
︑
道
路
の
整
備
を
開
始
し
て

は
い
る
も
の
の
︑
そ
の
進
捗
は
と
て

も
遅
く
︑
新
し
い
橋
が
建
設
さ
れ
て

も
︑
大
雨
な
ど
の
影
響
で
す
で
に
破

壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま

こ
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
︑
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
占

領
中
と
独
立
後
の
変
化
を
感
じ
ま
す
︒

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
占
領
期
に
は
コ
ー
ヒ

め
に
︑
自
分
で
も
タ
バ
コ
を
売
っ
た

り
︑
パ
ン
を
つ
く
っ
て
売
っ
た
り
し

て
稼
い
だ
お
金
で
︑
大
学
に
行
く
乗

り
合
い
バ
ス
の
料
金
や
コ
ピ
ー
代
︑

授
業
料
の
足
し
な
ど
に
し
て
い
ま
す
︒

　

独
立
前
の
夢
は
︑
仕
事
を
見
つ
け

て
︑
自
分
で
大
学
に
通
う
こ
と
で
し

た
が
︑
そ
の
実
現
は
難
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
︒
今
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で

仕
事
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
人
は
︑

す
︒
重
油
発
電
所
か
ら
の
送
電
が
デ

ィ
リ
︑
リ
キ
サ
︑
バ
ウ
カ
ウ
の
3
県

で
始
ま
り
ま
し
た
が
︑
安
定
せ
ず
停

電
も
起
こ
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
︒

　

経
済
や
雇
用
に
つ
い
て
は
不
満
が

大
き
く
残
り
ま
す
︒
政
府
︑
N
G
O
︑

企
業
な
ど
で
の
仕
事
に
就
い
た
人
び

と
は
︑
自
身
や
家
族
の
生
活
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
が
︑
そ
れ

は
一
握
り
で
す
︒
会
社
を
興
し
て
早

く
か
ら
事
業
を
入
札
し
︑
大
き
な
利

益
を
得
る
こ
と
で
裕
福
に
な
っ
て
い

っ
た
議
員
︑
官
僚
︑
国
家
公
務
員
な

ど
が
い
る
一
方
で
︑
小
さ
な
民
は
︑

ー
を
買
い
付
け
る
企
業
は
N

〈
注
１
〉

C
B
A

の
み
で
し
た
が
︑
独
立
後
に
は
︑
コ

ー
ヒ
ー
農
民
は
テ
ィ
モ
ー
ル
・
コ
ー
プ
︑

エ
ル
サ
・
カ
フ
ェ
︑
テ
ィ
モ
ー
ル
・
グ

ロ
ー
バ
ル
︑
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・

テ
ィ
モ
ー
ル
社︵
A
T
T
︶
な
ど
︑
数
多

く
の
企
業
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
︒

　

以
前
の
自
分
の
夢
は
︑
コ
ー
ヒ
ー

農
園
の
中
に
あ
る
慣
習
的
な
土
地
が

我
々
の
よ
う
な
農
民
の
手
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
で
し
た
が
︑
残
念
な
が
ら

血
縁
主
義
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
で
き
る
一
握
り

の
人
た
ち
で
す
︒
独
立

前
の
状
況
と
現
状
を
比

べ
る
と
︑
正
直
に
言
っ

て
昔
の
方
が
よ
か
っ
た

よ
う
に
す
ら
思
い
ま
す
︒

物
価
も
安
く
︑
庶
民
に
と
っ
て
も
生

活
し
や
す
か
っ
た
か
ら
で
す
︒
も
し

1
0
0
0
ル
ピ
ア
︵
約
10
セ
ン
ト
＝
約
10

円
︶
が
あ
れ
ば
︑
何
か
少
し
で
も
買

う
こ
と
が
で
き
た
け
ど
︑
今
は
物
価

が
と
て
も
高
く
︑
自
分
た
ち
の
手
元

に
あ
る
お
金
は
何
の
価
値
も
も
た
な

い
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
︒

　

こ
れ
か
ら
選
出
さ
れ
る
新
し
い
大

貧
し
い
ま
ま
︒
物
価
は
常
に
上
が
り

つ
づ
け
て
い
て
︑
主
食
で
あ
る
米
の

価
格
が
安
定
す
る
こ
と
は
な
く
︑
食

費
や
子
ど
も
た
ち
の
学
校
に
関
連
す

る
費
用
な
ど
︑
日
々
の
生
活
を
支
え

る
た
め
に
︑
道
端
で
モ
ノ
を
売
っ
て

暮
ら
し
た
り
し
て
い
ま
す
︒

　

政
治
決
定
も
︑
時
と
し
て
民
衆
の

生
活
の
現
況
は
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
︑

例
え
ば
︑
土
地
に
関
す
る
法
律
に
関

し
て
は
︑
議
会
の
承
認
を
得
た
も
の

の
︑
人
び
と
の
生
活
に
価
値
を
与
え

る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
︑
多
く
の

抗
議
の
声
が
あ
が
り
は
じ
め
て
い
ま

す
︒
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
利
益
を
得

る
の
は
︑
お
金
を
も
っ
て
い
る
企
業

ば
か
り
で
す
︒

　

個
人
的
に
は
︑
独
立
後
の
10
年
の

間
︑
自
分
と
家
族
に
と
っ
て
い
い
方

向
へ
の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
政
府

は
︑
決
し
て
私
た
ち
の
よ
う
な
犠
牲

者
に
特
別
な
注
意
を
払
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
︒
私
自
身
は
︑
学
費
を
工

面
で
き
ず
大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
︒
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
軍
に
殴
打
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
未
だ

に
痛
み
を
感
じ
る
た
め
︑
力
仕
事
な

ど
を
す
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
︒
現
在
住
ん
で
い
る
家
の
状
態

も
よ
く
な
い
し
︑
友
人
の
な
か
に
は

現
在
ま
で
そ
れ
は
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
︒
む
し
ろ
政
府
の
意
図
は
︑
外
国

企
業
を
送
り
込
ん
で
︑
コ
ー
ヒ
ー
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
再
度
運
営
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
︒﹁
独

立
﹂
は
し
た
も
の
の
夢
見
て
い
た
状

況
と
は
程
遠
く
︑
社
会
正
義
の
実
現

の
た
め
に
た
た
か
い
つ
づ
け
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

日
本
の
人
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
︒
コ
ー
ヒ
ー

生
産
地
域︵
特
に
エ
ル
メ
ラ
県
︶
で
よ
り

統
領
は
︑
民
衆︵
特
に
力
の
小
さ
い
人
び
と

や
貧
し
い
人
び
と
︑
学
生
な
ど
︶
の
生
活
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
で
す
︒

雇
用
の
創
出
も
必
要
で
す
︒
そ
し
て
︑

他
国
と
の
良
好
な
外
交
関
係
を
つ
く

り
︑
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
投
資
家
を
呼

び
︑
国
が
繁
栄
し
︑
イ
ン
フ
ラ
な
ど

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
︒
■

す
で
に
よ
い
生
活
を
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
が
︑
機
会
が
平
等
で
な
い
か

ら
そ
れ
も
当
然
の
こ
と
か
⁝
⁝
と
半

分
諦
め
て
い
ま
す
︒
東
テ
ィ
モ
ー
ル

に
は
︑
社
会
的
不
正
義
が
ま
だ
存
在

し
て
い
る
の
で
す
︒

　

次
の
大
統
領
に
は
︑
国
を
ひ
と
つ

に
ま
と
め
て
く
れ
る
人
物
が
選
出
さ

れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
国
の
発
展
に
向
け
て
よ
り
よ
い

シ
ス
テ
ム
を
実
現
で
き
る
人
物
︑
国

際
政
治
地
理
を
知
っ
て
い
て
︑
二
国

間
・
多
国
間
の
外
交
を
上
手
く
で
き

る
人
物
を
望
み
ま
す
︒
そ
し
て
︑
国

内
に
あ
る
資
源
を
ど
の
よ
う
に
活
用

促
進
し
︑
人
び
と
に
対
し
て
政
府
が

持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
で
き
る
こ

と
を
示
せ
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
︒
■

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ー
ナ
・

デ
・ロ
サ

A
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osa

東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
立
大
学
・
学
生
・
23
歳

ペドロ・デ・オリベイラ
Pedro de Oliveira

活動家・インドネシア占領時代には、独立のた
めに活動していた。1991年11月12日に起きた
サ

〈注２〉
ンタ・クルス事件の犠牲者でもある

ジ
ュ
リ
オ
・マ
デ
イ
ラ

Julio M
adeira

エ
ル
メ
ラ
県
・
コ
ー
ヒ
ー
農
民
・
38
歳

独
立
か
ら
の
10
年
を
振
り
返
り
、学
生
、
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
、活
動
家
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
今
思
う
こ
と
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

多
く
の
生
産
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
︑

コ
ー
ヒ
ー
を
買
い
支
え
て
ほ
し
い
で

す
︒
ま
た
︑
生
活
を
保
障
す
る
よ
う

な
持
続
可
能
な
農
業
の
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
︑
コ
ー
ヒ
ー

生
産
者
や
農
業
者
︑
学
生
な
ど
が
海

外
で
学
べ
る
仕
組
み
や
︑
品
質
が
保

証
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
生
産
す
る
地

域
に
で
き
る
よ
う
に
農
民
の
子
ど
も

た
ち
が
教
育
を
う
け
る
た
め
の
奨
学

金
を
だ
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
︒
近
隣
地
域
で
の
小
規
模
な
産

業
を
つ
く
り
だ
せ
な
い
か
と
も
考
え

て
い
ま
す
︒
海
外
か
ら
輸
入
し
た
コ

ー
ヒ
ー
を
市
場
か
ら
減
ら
し
て
い
く

た
め
に
も
︑
自
分
た
ち
の
無
農
薬
の

コ
ー
ヒ
ー
を
国
内
で
も
も
っ
と
広
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒■

〈
注
１
〉National C

ooperative B
usiness A

ssociation

の
略
で
、
米
国
の
非
営
利
全
国
協
同
組
合
。
90

年
代
半
ば
か
ら
米
国
開
発
庁（U

SAID

）
と
と
も

に
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
そ
の
後C

C
T

（C
ooperative C

afé Tim
or

）
と
い
う「
協
同
組
合
」

の
設
立
を
支
援
し
た
。NCB

A
/C

C
T

の
最
大
の
買
い

手
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
社
。

〈
注
２
〉
1
9
9
1
年
11
月
12
日
、
あ
る
学
生
活
動
家
の
埋

葬
の
た
め
に
デ
ィ
リ
の
サ
ン
タ
ク
ル
ス
墓
地
に
約

1
0
0
0
人
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
11
月
は
じ

め
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
議
員
団
の
東

テ
ィ
モ
ー
ル
訪
問
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
拒
否

し
た
こ
と
に
対
す
る
抗
議
デ
モ
も
同
時
に
行
わ
れ

た
。
デ
モ
は
平
和
的
な
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
が
突
然
自
動
小
銃
を
乱

射
、無
差
別
虐
殺
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
で
5
0
0

人
以
上
の
死
者
お
よ
び「
行
方
不
明
者
」
が
出
た
と

さ
れ
る
。
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外
国
人
被
災
者
の「
現
住
所
」

佐
藤
信
行
／
さ
と
う
・
の
ぶ
ゆ
き

外
国
人
被
災
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
︑在
日
韓
国
人
問
題
研
究
所︿
R
A
I
K
﹀所
長

上
海
で
大
混
乱

大
橋
成
子
／
お
お
は
し
・
せ
い
こ

A
P
L
A
フ
ィ
リ
ピ
ン
担
当
デ
ス
ク

「
外
国
人
被
災
者
」７
万
５
千
人

　

2
0
1
1
年
3
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
の

5
県
に
は
、
約
9
万
人
の
在
日
外
国
人
が
暮
ら

し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
た
市
・
町
・
村
に
住
む
外
国
人
は
7
万
5

2
8
1
人
で
、
そ
の
内
訳
は
中
国
2
万
7
0
0 

0
人
、
韓
国
・
朝
鮮
1
万
2
0
0
0
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
9
0
0
0
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
7
0
0
0
人
、

タ
イ
4
0
0
0
人
…
…
と
続
く
。
外
国
人
の
死

者
は
韓
国
・
朝
鮮
14
人
、
中
国
10
人
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
4
人
、
米
国
2
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
1
人
、

カ
ナ
ダ
1
人
で
あ
り
、「
外
国
人
の
行
方
不
明

者
数
は
警
察
庁
が
集
計
し
な
い
た
め
不
明
」
だ

と
い
う（『
中
日
新
聞
』
2
0
1
1
年
10
月
17
日
）。

長
年
の
友
人
で
あ
る
中
国
の
農
業
問
題

の
大
家
・
北
京
人
民
大
学
の
ウ
ェ
ン
・

テ
ジ
ュ
ン
先
生
と
香
港
の
嶺
南
大
学
の
ラ
オ
・

キ
ン
チ
先
生
の
招
待
を
受
け
、「
持
続
可
能
な

世
界
の
た
め
の
南
・
南
交
流
」
と
い
う
国
際
会

議
に
参
加
し
た
。
会
議
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
は
実

に
様
々
で
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
米
国
と
ほ
ぼ
全
世
界
か
ら
70
名

近
く
の
学
者
や
社
会
運
動
に
携
わ
る
人
び
と
が

集
ま
っ
た
。

　

会
議
に
先
駆
け
て
6
日
間
の
中
国
各
地
の
視

察
が
あ
り
、
上
海
地
域
を
訪
問
し
た
。
同
行
者

の
ほ
と
ん
ど
が
中
南
米
出
身
。
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ

の
長
女
で
、
現
在
キ
ュ
ー
バ
で
女
医
と
し
て
健

康
保
健
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
ア
レ
イ
ダ
を
は

じ
め
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
鉱
山
開
発（
中
国
資
本
が
参

入
）
に
反
対
す
る
先
住
民
、
メ
キ
シ
コ
の
チ
ア

パ
ス
州
サ
パ
テ
ィ
ス
タ
の
闘
士
だ
っ
た
社
会
学

者
、
世
界
的
な
農
民
運
動
を
組
織
し
て
い
る
ヴ

ィ
ア
・
カ
ン
ペ
シ
ー
ナ
の
事
務
局
を
務
め
る
ブ

ラ
ジ
ル
の
農
民
な
ど
な
ど
。

何
で
も
世
界
一

　

上
海
市
を
中
心
と
す
る
中
国
東
海
岸
は
早
く

か
ら
開
発
と
工
業
化
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
ま

さ
に
「
白
で
も
黒
で
も
猫
な
ら
同
じ
」
経
済
を

推
し
進
め
て
き
た
地
域
だ
。
市
内
に
は
こ
れ

　

地
震
・
津
波
・
原
発
崩
壊
か
ら
1
年
た
っ
た

現
在
で
も
、
外
国
人
被
災
者
に
関
す
る
情
報
は

断
片
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。
そ
れ
は
、
外
国

人
被
災
者
の
居
住
地
が
5
県
に
わ
た
り
、
ま

た
1
5
4
の
市
・
区
・
町
・
村
の
あ
ま
り
に
も

広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
、
彼
ら
彼
女
ら
の
ほ
と
ん

ど
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
な
く
地

域
社
会
の
中
で
孤
立
し
て
生
活
し
て
き
た
こ
と
、

す
な
わ
ち
日
本
社
会
に
お
い
て
周
縁
化
さ
れ
て

き
た
か
ら
で
あ
る
。

被
災
し
た
移
住
女
性
の「
現
住
所
」

　

1
9
9
0
年
代
以
降
、
日
本
人
と
の
国
際
結

婚
で
、
東
北
の
農
村
・
漁
村
へ
多
く
の
女
性
た

ち
が
韓
国
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
移
住

し
て
き
た
。
外
国
人
登
録
者
数
の
男
女
比
を

み
る
と
、
女
性
1
0
0
人
に
対
し
て
男
性
は
、

1
9
9
0
年
で
は
岩
手
県
87
、
宮
城
県
1
0
2
、

福
島
県
87
で
あ
っ
た
が
、
20
年
後
の
2
0
1
0

年
に
は
岩
手
県
34
、
宮
城
県
69
、
福
島
県
47
と

な
っ
て
い
て
、
女
性
の
割
合
が
圧
倒
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
国
際
結
婚
に
よ
る
移
住
女
性
の
急
増

が
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

私
た
ち
「
外
キ
協
」
と
「
東

〈
注
１
〉

北
ヘ
ル
プ
」
は

2
0
1
1
年
9
月
、「
外
国
人
被
災
者
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
ま
ず
彼
女
た
ち

に
対
す
る
調
査
か
ら
始
め
た
。
そ
の
2
0
0
人

で
も
か
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
「
世
界
一
高
い
」、

「
世
界
一
広
い
」
と
喧
伝
す
る
摩
天
楼
が
そ
び

え
た
ち
、
中
国
の
ウ
ォ
ー
ル
街
と
呼
ば
れ
る
一

角
で
は
、
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
組
の
共
産

党
幹
部
の
子
弟
た
ち
が
、
見
事
な
英
語
を
駆
使

し
、
今
や
若
者
の
誰
も
が
憧
れ
る
「
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
」
ム
ラ
と
な
っ
て
い
る
。

　

訪
問
先
の
極
め
つ
け
は
中
国
で
最
も
成
功
し

た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
華
西
村
。
50
年
前
の
貧

村
を
、
造
船
業
を
中
心
に
「
社
会
主
義
建
設
」

し
た
「
世
界
一
の
村
」
と
い
う
看
板
が
い
た
る

と
こ
ろ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
自
動

車
・
縫
製
・
ホ
テ
ル
産
業
、
さ
ら
に
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
観
光
ま
で
あ
り
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
も

ど
き
の
公
園
が
い
く
つ
も
あ
る
。
中
心
に
建
て

ら
れ
た
ホ
テ
ル
は
80
階
。
そ
の
67
階
に
「
世
界

一
」
を
象
徴
す
る
、
１
ト
ン
の
純
金
で
作
ら
れ

た
「
黄
金
の
牛
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
見

学
し
た
時
、
思
わ
ず
苦
笑
い
し
た
ア
レ
イ
ダ
・

余
り
の
調
査
票
か
ら
、
ご
く
一
部
を
抜
粋
し
て

み
る
。

◆
韓
国
人
A
さ
ん
：
66
歳
。
35
年
在
住
。
震
災

に
て
店
が
損
壊
し
、
4
月
に
閉
店
。
夫
・
日

本
人（
76
歳
）
も
高
齢
で
あ
り
、
店
の
再
建
は

不
可
能
。

◆
韓
国
人
B
さ
ん
：
48
歳
。
夫
・
日
本
人（
55

歳
）。
家
の
天
井
が
崩
落
、
家
財
す
べ
て
損
壊
、

家
屋
が
傾
斜
す
る
が
、「
一
部
損
壊
」
認
定
。

養
鶏
場
の
鶏
が
全
羽
死
亡
。

◆
韓
国
人
C
さ
ん
：
57
歳
。
在
住
8
年
。
夫
・

日
本
人（
63
歳
）
は
震
災
後
、
無
職
に
。
自
宅

の
ロ
ー
ン
の
支
払
い
も
困
難
に
。
震
災
後
の

心
労
で
体
重
が
15
キ
ロ
減
少
し
、
病
気
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
入
院
も
で
き
ず
、
自
殺

を
図
る
。

◆
韓
国
人
D
さ
ん
：
58
歳
。
在
住
9
年
。
夫
・

日
本
人
は
震
災
後
に
心
労
と
風
邪
か
ら
病
気

に
な
り
、
半
年
入
院
後
、
9
月
に
死
去
。
夫

の
親
族
と
の
財
産
協
議
が
未
だ
で
き
て
い
な

い
。

◆
中
国
人
A
さ
ん
：
37
歳
。
津
波
で
家
が
全
壊
。

仮
設
住
宅
で
夫
・
日
本
人（
48
歳
）、
子
ど
も

2
人（
4
歳
と
2
歳
）
と
生
活
。
夫
は
現
地
に
雇

用
が
な
い
た
め
、
仙
台
に
通
い
で
仕
事
。
自

分
も
家
計
を
支
え
る
た
め
、
子
ど
も
を
幼
稚

園
に
預
け
、
地
元
の
民
宿
で
ア
ル
バ
イ
ト
中
。

◆
中
国
人
B
さ
ん
：
在
住
14
年
。
津
波
で
家
が

全
壊
。
夫
・
日
本
人（
60
歳
）
が
津
波
で
死
去
。

仮
設
住
宅
で
子
ど
も
2
人（
小
学
6
年
と
3
年
）

と
暮
ら
す
。
夫
が
保
険
等
に
も
未
加
入
で
あ

っ
た
た
め
義
援
金
の
み
。
相
続
す
る
財
産
も

な
い
。
地
元
の
民
宿
で
ア
ル
バ
イ
ト
中
。

ゲ
バ
ラ
曰
く
「
こ
ん
な
の
社
会
主
義
じ
ゃ
な
い

…
…
」。

　

上
海
に
限
ら
ず
巨
大
な
中
国
の
す
べ
て
の
土

地
・
資
源
は
人
民
に
は
分
配
さ
れ
ず
、
共
産
党

が
管
理
し
て
い
る
。
日
本
円
で
2
0
0 

万
円

は
す
る
家
の
購
入
費
は
す
べ
て
党
の
財
源
に
な

る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
「
世
界
一
金
持
ち
の

党
」
と
い
う
わ
け
だ
。
連
日
こ
う
し
た
光
景
を

目
の
前
に
し
て
私
た
ち
は
混
乱
し
ま
く
っ
た
。

　

12
億
の
人
口
・
土
地
・
資
源
を
「
共
産
党
政

府
」
と
い
う
「
巨
大
会
社
」
が
統
制
す
る
世
界
。

そ
れ
は
、
労
働
者
が
主
役
の
社
会
主
義
や
競
争

の
あ
る
資
本
主
義
で
も
な
い
、
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
姿
だ
っ
た
。
訪
問
先
で
、
あ
え
て
人
び
と

の
め
ざ
す
も
の
は
？　

と
質
問
す
る
と
、

「M
aking M

oney !

（
金
儲
け
）」「
ア
メ
リ
カ
を
追

い
越
し
、世
界
一
に
な
る
」
と
い
う
話
を
、案
内

に
た
っ
た
共
産
党
幹
部
が
堂
々
と
語
る
こ
と
に
、

ま
た
混
乱
…
…
。

農
村
出
身
者・出
稼
ぎ
労
働
者
た
ち
は
…
…

　

最
後
の
日
に
や
っ
と
人
間
と
生
活
の
匂
い
の

す
る
場
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
巨
大
ビ
ル

群
が
ひ
し
め
く
市
内
か
ら
1
時
間
ほ
ど
離
れ
る

と
、
ま
さ
に
ゲ
ッ
ト
ー
化
し
た
猥
雑
な
町
に
出

く
わ
す
。
農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
居
住

区
だ
。
こ
の
町
で
初
め
て
、
路
上
で
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
、
そ
こ
ら
へ
ん
を
う
ろ
つ
く
犬
や
ア
ヒ

ル
、
狭
い
家
屋
の
外
で
炭
や
ま
き
を
使
っ
て
料

理
す
る
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
出
会
っ
た
。
思

わ
ず
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
民
が
「
ワ
ー
、
リ
オ
の
ハ

ベ
ー
ラ（
都
市
貧
困
地
区
）
と
同
じ
だ
」
と
大
喜
び
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
、
都
市
貧
困
層
の
地
域
は
、

◆
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
A
さ
ん
：
39
歳
。
在
住
14
年
。

震
災
後
に
夫
・
日
本
人（
60
歳
）
が
急
病
で
死

去
。
夫
の
借
金
が
あ
り
、
財
産
を
す
べ
て
処

分
。
わ
ず
か
な
お
金
と
、
子
ど
も
4
人（
小

学
6
年
・
3
年
・
2
歳
・
1
歳
）
が
残
さ
れ
る
。
ほ
と

ん
ど
雇
用
機
会
が
な
く
、
無
職
。

◆
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
B
さ
ん
：
夫
・
日
本
人
が
震

災
後
に
無
職
に
な
り
、
病
気
に
な
っ
た
た
め
、

家
計
を
支
え
る
た
め
に
3
歳
の
子
ど
も
を
抱

え
、
別
の
市
で
働
い
て
い
る
。

７
万
５
千
人
の「
協
働
者
」
が
必
要

　

私
た
ち
は
今
、
福
島
県
、
岩
手
県
へ
と
調
査

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
福
島
県
下
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
女
性
グ
ル
ー
プ
の
自
立
・
就
労
活
動
へ
の

サ
ポ
ー
ト
、
宮
城
県
下
の
韓
国
人
移
住
女
性
の

就
労
支
援
の
一
環
と
し
て
の
日
本
語
教
室
の
開

設
な
ど
、
調
査
と
支
援
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
2
0
1
2
年
4
月
、
仙
台
に
「
外
国
人
被

災
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
。
な
ぜ
な

ら
、
孤
立
し
て
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

外
国
人
被
災
者
7
万
5
0
0
0
人
の
一
人
ひ
と

り
の
安
否
を
確
認
し
て
励
ま
し
、
そ
の
生
活
が

再
建
さ
れ
る
た
め
に
は
、
7
万
5
0
0
0
人
の

「
協
働
者
」
が
必
要
で
あ
る
か
ら
だ
。
震
災
復

興
と
は
、
も
と
の
生
活
と
地
域
社
会
が
「
多
民

族
・
多
文
化
共
生
社
会
」
へ
と
、
再
生
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
■

一
ヶ
所
で
平
均
2
0
0
家
族
く
ら
い
だ
が
、
さ

す
が
中
国
は
規
模
が
違
う
。
こ
の
町
の
人
口
は

5
万
人
。
全
員
が
農
村
出
身
者
で
建
設
労
働
、

繊
維
工
場
・
家
政
婦
な
ど
様
々
な
職
種
の
人
た

ち
で
、
単
身
も
し
く
は
家
族
を
呼
び
寄
せ
て
住

み
つ
き
、
な
か
に
は
10
年
以
上
地
元
に
帰
ら
ず

上
海
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、

農
村
出
身
者
は
都
市
の
居
住
権
を
持
て
な
い
。

長
期
に
農
村
を
離
れ
た
人
た
ち
は
、
農
村
の
居

住
権
さ
え
奪
わ
れ
「
浮
遊
」
階
層
に
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
。
ウ
ェ
ン
先
生
か
ら
、
全
国
で
そ
の

数
は
2
億
人
と
聞
き
、
私
た
ち
は
ま
た
ど
っ
と

目
が
眩
ん
だ
。

混
乱
の
本
質

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
か
つ

て
毛
沢
東
の
農
村
革
命
に
大
い
に
勇
気
づ
け
ら

れ
、
変
革
を
め
ざ
し
た
中
南
米
の
仲
間
た
ち
は
、

連
日
バ
ス
の
中
で
大
議
論
を
展
開
し
て
い
た
。

　
「
ど
こ
ま
で
、
誰
の
た
め
に
金
儲
け
を
続
け

る
の
か
？　

出
稼
ぎ
労
働
者
や
農
村
資
源
の
収

奪
を
見
て
い
る
と
、
中
国
政
府
は
外
に
植
民
地

を
作
ら
ず
、
自
国
の
農
村
を
植
民
地
に
し
て
い

る
か
の
よ
う
だ
。
し
か
し
同
時
に
中
国
は
、
特

に
中
南
米
や
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
も
鉱
山
開
発

や
バ
イ
オ
燃
料
用
穀
物
栽
培
で
、
土
地
や
資
源

を
奪
っ
て
い
る
。
進
歩
的
な
学
者
や
学
生
で
さ

え
、
中
国
の
経
済
発
展
が
、
世
界
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
人
び
と
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
」。

　

ブ
ラ
ジ
ル
や
エ
ク
ア
ド
ル
農
民
の
当
事
者
の

視
点
を
聞
い
て
、
私
た
ち
の
混
乱
は
少
し
整
理

さ
れ
た
。
■

〈
注
１
〉外
国
人
住
民
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
全
国
キ
リ
ス
ト
教

連
絡
協
議
会（
外
キ
協
）http://gaikikyo.jp

仙
台
キ
リ
ス
ト
教
連
合
被
災
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
東
北

ヘ
ル
プ
）http://toh

okuh
elp.com

/

＊「
外
国
人
被
災
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
最
新
情

報
は
、左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp://gaikikyo.jp

/

上海視察グループのメンバーの面々。

2011年10月2日栗原国際交流協会主催芋煮会。宮
城県栗原市に嫁いできた韓国・中国・フィリピンか
ら来たご婦人方とご家族70人程が参加。
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ネ
ズ
ミ
、ヘ
ビ
、
ゴ
キ
ブ
リ

　

地
域
興
し
の
活
動
で
注
目
を
集
め
る

﹁
あ

〈
注
１
〉ば

ぁ
こ
ん
ね
﹂
代
表
の
天
野
浩
さ
ん

︵
1
9
7
5
年
生
︶
は
︑
標
高
約
6
0
0
m
の

石
飛
地
区
﹁
天
野
製
茶
園
﹂
の
3
代
目
で

す
︒
祖
父
が
1
9
4
9
年
に
入
植
︒
父
の

茂
さ
ん
が
71
年
に
後
を
継
ぎ
︑
73
年
か
ら

減
農
薬
に
取
り
組
み
︑
79
年
に
完
全
無
農

薬
を
実
現
し
ま
し
た
︒

　

茂
さ
ん
が
﹁
農
薬
を
か
け
な
い
と
楽
に

な
る
と
思
っ
た
﹂
と
語
る
背
景
に
は
︑
リ

ウ
マ
チ
で
農
作
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
妻
︑

政
子
さ
ん
の
存
在
が
あ
り
ま
す
︒
農
薬
散

布
に
は
人
手
と
お
金
が
必
要
︒
な
ら
ば
農

薬
を
撒
か
な
い
で
す
む
よ
う
に
︑
土
壌
改

良
を
し
︑
種
か
ら
苗
木
を
育
て
︑
雑
草
や

虫
と
共
生
で
き
る
強
い
茶
畑
に
し
ま
し
た
︒

水
俣
病
に
対
す
る
思
い
も
あ
り
ま
す
︒
相

思
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
茂
さ
ん
は
︑﹁︵
水

俣
に
住
ん
で
い
る
と
︶
水
俣
病
と
は
離
れ
ら
れ

ん
が
ね
︒
水
俣
病
は
食
べ
物
か
ら
じ
ゃ
で
︑

自
分
も
口
に
入
る
も
の
を
作
る
も
ん
と
し

て
責
任
が
あ
っ
ど
﹂
と
答
え
て
い
ま
す
︒

　

幼
い
時
か
ら
母
の
代
わ
り
に
家
事
を
し
︑

20
歳
か
ら
家
業
に
携
わ
っ
て
い
る
浩
さ
ん

は
︑
慈
し
ん
で
育
て
た
茶
畑
を
案
内
し
て

く
れ
ま
し
た
︒﹁
こ
の
人
た
ち
は
︑
い
つ

も
人
間
に
摘
ま
れ
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

る
ん
で
す
︒
だ
か
ら
普
段
は
そ
っ
と
し
て

お
い
て
や
ら
ん
と
︒
と
く
に
芽
が
出
て
か

ら
3
年
間
は
絶
対
触
っ
た
ら
ダ

〈
注
２
〉

メ
で
す
︒

触
る
と
ビ
ク
っ
と
し
て
成
長
が
止
ま
る
と

で
す
︒
こ
の
道
路
側
の
人
た
ち
は
も
っ
と

ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
育
ち
が
悪
い
け
ど
︑

こ
の
人
た
ち
が
お
る
け
ん
︑
中
側
の
人
た

ち
が
よ
く
育
つ
と
で
す
﹂︒

　

昨
年
︑
天
野
製
茶
園
の
﹁
天
の
紅
茶
﹂

は
︑
老
舗
和
菓
子
店
﹁
と
ら
や
﹂
の
紅
茶

羊
羹
の
原
材
料
と
し
て
︑
お
茶
問
屋
が
推

薦
し
た
全
国
の
紅
茶
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま

し
た
︒
そ
の
味
を
決
め
て
い
る
の
は
︑
政

子
さ
ん
で
す
︒
政
子
さ
ん
が
味
見
し
て

﹁
う
ん
﹂
と
言
わ
な
け
れ
ば
お
茶
を
出
荷

で
き
ま
せ
ん
︒
つ
ま
り
︑
天
野
製
茶
園
で

最
も
重
要
な
品
質
管
理
の
仕
事
を
担
っ
て

い
る
の
が
政
子
さ
ん
な
の
で
す
︒
天
野
さ

ん
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
無
農
薬
の
お

茶
の
優
し
く
ま
ろ
や
か
な
味
は
︑
病
気
の

母
や
草
木
や
虫
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
き
た

か
ら
こ
そ
︑
で
き
あ
が
っ
た
も
の
だ
っ
た

の
で
す
︒

お
茶
に
寄
り
添
う

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
】
西
本
マ
ル
ド
ニ
ア
さ
ん
／M

ardonia N
ishim

oto
秋山眞兄／あきやま・なおえ
APLA共同代表

原田利恵／はらだ・りえ
環境省国立水俣病総合研究センター研究員

　

今
年
で
設
立
10
年
目
を
迎
え
た
﹁
カ
ラ

カ
サ
ン

移
住
女
性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
﹂
共
同
代
表
の
ひ
と
り

で
あ
る
西
本
マ
ル
ド
ニ
ア
さ
ん
︵
通
称
ド
ナ

さ
ん
︶
は
︑
笑
顔
が
素
敵
で
元
気
な
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
女
性
だ
︒
1
9
8
2
年
に
来
日
し

て
以
来
︑
必
死
に
働
き
︑
3
人
の
子
ど
も

を
立
派
に
育
て
上
げ
︑
今
は
カ
ラ
カ
サ
ン

の
活
動
に
勤
し
ん
で
い
る
︒

　

カ
ラ
カ
サ
ン
で
は
︑
移
住
女
性
や
そ
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
相
談
や
家
庭

訪
問
︑
暴
力
被
害
を
受
け
た
女
性
へ
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ケ
ア
︑
生
活
が
大
変
な
家

庭
へ
の
食
糧
配
布
支
援
な
ど
を
行
な
っ
て

い
る
︒
仕
事
︑
そ
し
て
家
庭
生
活
で
も
辛

く
大
変
な
思
い
を
し
て
き
た
ド
ナ
さ
ん
は
︑

現
在
多
く
の
移
住
女
性
が
抱
え
て
い
る
問

題
と
︑
彼
女
た
ち
の
気
持
ち
を
わ
か
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
︒
ド
ナ
さ
ん
が
移
住

し
た
当
時
に
は
︑
こ
の
よ
う
な
N
G
O
も

な
け
れ
ば
︑
話
を
聞
い
て
く
れ
る
相
手
も

い
な
か
っ
た
の
で
︑
同
じ
よ
う
な
境
遇
に

い
る
女
性
の
た
め
に
活
動
し
た
い
と
︑
多

く
の
移
住
女
性
た
ち
の
相
談
相
手
に
な
っ

て
い
る
︒
彼
女
た
ち
が
少
し
ず
つ
元
気
に

な
っ
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
嬉
し
く
︑

や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
︒﹁
絶

対
に
ひ
と
り
で
苦
し
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と

は
し
な
い
︑
電
話
に
出
な
か
っ
た
ら
出
る

ま
で
か
け
続
け
て
話
を
す
る
︑
困
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
た
い
﹂
と
ド

ナ
さ
ん
は
語
る
︒

　

里
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
自
宅
で
数

カ
月
引
き
受
け
て
面
倒
を
見
た
こ
と
も
あ

る
︒
カ
ラ
カ
サ
ン
の
事
務
所
︑
教
会
︑
ド

ナ
さ
ん
の
家
に
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
り
に
ぎ
や
か
だ
︒
子
ど
も
た
ち
み
ん

な
が
ド
ナ
さ
ん
を
第
二
の
母
と
慕
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
た
︒
そ
ん
な
ド
ナ
さ
ん
自

身
も
︑﹁
一
緒
に
い
る
子
ど
も
の
こ
と
を

私
の
子
ど
も
と
勘
違
い
す
る
人
が
い
る
の

よ
﹂
と
楽
し
そ
う
に
話
す
︒
時
に
は
叱
る

こ
と
も
あ
る
が
︑
手
作
り
の
お
や
つ
を
囲

み
な
が
ら
︑
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
の
話
を

親
身
に
聞
い
て
あ
げ
て
い
る
ド
ナ
さ
ん
の

笑
顔
を
つ
く
っ
て
い
る
の
も
︑
彼
女
の
周

り
に
い
る
仲
間
や
子
ど
も
た
ち
な
の
だ
ろ

う
︒﹁
死
ぬ
ま
で
カ
ラ
カ
サ
ン
で
活
動
し

続
け
る
！
﹂
こ
の
ド
ナ
さ
ん
の
言
葉
で
︑

今
回
の
コ
ラ
ム
を
終
え
た
い
と
思
う
︒

ドナさんの自宅にて。

「この人たち」の説明をする浩さん。
（2012年3月19日篠節子撮影）

10

　

ネ
ズ
ミ
・
ヘ
ビ
・
ゴ
キ
ブ
リ
を
見
た
だ

け
で
﹁
キ
ャ
ー
﹂
と
︑
生
涯
最
大
の
敵
か

世
界
の
終
焉
に
出
く
わ
し
た
み
た
い
な
大

き
な
叫
び
を
あ
げ
る
女
性
が
多
い
︒
私
は

そ
の
叫
び
で
心
臓
が
止
ま
り
そ
う
に
な
る
︒

な
か
で
も
出
会
う
回
数
が
多
い
の
は
ネ

ズ
ミ
だ
ろ
う
︒﹁
強
き
女
性
﹂
の
鏡
で
あ

る
S
さ
ん
︑
Y
さ
ん
︑
T
さ
ん
も
ネ
ズ
ミ

の
姿
を
ち
ょ
っ
と
見
た
だ
け
で
も
﹁
キ
ャ

ー
﹂
と
叫
ぶ
︒

　

そ
の
彼
女
た
ち
も
小
さ
い
時
は
︑
ネ
ズ

ミ
が
可
愛
い
主
人
公
で
あ
る
童
話
が
大
好

き
だ
っ
た
は
ず
だ
︒
双
子
の
野
ネ
ズ
ミ

が
主
人
公
の
中
川
李
枝
子
作
・
山
脇
百
合

子
絵
の
﹃
ぐ
り
と
ぐ
ら
﹄
シ
リ
ー
ズ
︵
福

音
館
︶
は
2
0
0
0
万
部
以
上
発
行
さ
れ
︑

9
カ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
国
内
外
で
超
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
︒
Y
さ
ん
の

小
さ
な
時
に
は
未
だ
発
刊
さ
れ
て
は
い
な

か
っ
た
が
︑
そ
れ
で
も
孫
に
微
笑
み
な
が

ら
読
み
聞
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
︒
他
に
も
ネ
ズ
ミ
が
主
人
公
の
童
話
は

か
な
り
あ
る
︒
米
国
ア
ニ
メ
の
﹃
ト
ム
と

ジ
ェ
リ
ー
﹄
も
誰
も
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ

う
︒
普
通
の
童
話
と
は
と
て
も
い
え
な
い

残
虐
な
話
︑
暗
い
話
︑
辛
ら
つ
な
話
で
埋

ま
っ
て
い
る
﹃
グ
リ
ム
童
話
﹄
で
も
︑
ネ

ズ
ミ
を
生
涯
の
敵
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
よ
う
な
話
は
見
当
た
ら
な
い
︒
ど
う
し

て
︑
人
は
大
人
に
な
る
と
︑
親
し
み
を
感

じ
て
い
た
ネ
ズ
ミ
を
恐
れ
毛
嫌
い
す
る
よ

う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
︒
私
は
解
せ
な
い
︒

　

ヘ
ビ
が
主
人
公
と
な
る
小
説
や
童
話
は
︑

私
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
︒
聖
書
の
失
楽

園
物
語
で
イ
ブ
を
誘
惑
し
て
か
ら
は
悪
者

と
し
て
登
場
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
︑
ヘ

ビ
を
愛
す
べ
き
主
人
公
と
し
て
登
場
さ
せ

る
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
︒
も
し

あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

ゴ
キ
ブ
リ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
︒
イ
ソ
ッ

プ
︑
グ
リ
ム
︑
ア
ン
デ
ル
セ
ン
︑
そ
し
て

日
本
の
童
話
で
あ
れ
︑
ゴ
キ
ブ
リ
は
主
人

公
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
︑
登
場
す
る

こ
と
さ
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

　

し
か
し
︑
ゴ
キ
ブ
リ
が
愛
す
べ
き
主
人

公
で
あ
る
痛
快
傑
作
小
説
が
あ
る
︒
最
近

亡
く
な
っ
た
北
杜
夫
の
﹃
高
み
の
見
物
﹄

︵
1
9
7
2
年
︑
新
潮
社
︶
で
あ
る
︒
内
容
は
読

ん
で
み
て
の
お
楽
し
み
︒
新
潮
文
庫
の
解

説
は
﹁
ゴ
キ
ブ
リ
国
際
連
合
日
本
管
区
長

ゴ
キ
・
ブ
リ
オ
リ
ス
﹂
こ
と
︑
北
に
先
だ

っ
て
亡
く
な
っ
た
井
上
ひ
さ
し
の
怪
文
で

あ
る
︒
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
哲
学
者
で
登
山

家
の
串
田
孫
一
︒
ゴ
キ
ブ
リ
冥
利
に
尽
き

る
と
い
う
も
の
だ
︒

『高みの見物』北杜夫
（新潮社）

04

【第四回】

4

重政栄一郎／しげまさ・えいいちろう
エディトリアル・デザイナー

No Image

聞
き
手
：
赤
石
優
衣
（
A
P
L
A
事
務
局
）

〈
注
１
〉水
俣
弁
で「
じ
ゃ
、お
い
で
よ
」と
い
っ
た
意
味
。　
〈
注
２
〉こ
こ
で
の「
触
る
」は
、「
摘
み
取
る
」「
刈
り
落
と
す
」の
意
味
。

　

和
歌
山
県
太
地
町
で
行
わ
れ
る
イ
ル
カ

漁
の
実
態
を
告
発
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
︒
そ
の
入
江︵
＝
ザ
・
コ
ー
ヴ
︶
で
行
わ
れ
る

衝
撃
的
な
秘
密
を
特
別
編
制
の
撮
影
隊
が

サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
さ
な
が
ら
に
暴
く
⁝
⁝
︒

　

拙
コ
ラ
ム
筆
者
は
︑
日
本
生
ま
れ
日
本

育
ち
の
日
本
人
で
あ
る
︒
た
い
へ
ん
不
愉

快
な
思
い
を
持
っ
て
こ
の
映
画
を
観
終
え

た
︒
こ
の
映
画
は
太
地
町
の
イ
ル
カ
漁
を

﹁
野
蛮
﹂
で
﹁
残
虐
﹂
な
＂
悪
事
＂
と
決

め
つ
け
︑
そ
れ
を
支
え
る
日
本
社
会
の
後

進
性
を
槍
玉
に
挙
げ
る
︒
イ
ル
カ
漁
に
関

わ
り
の
な
い
筆
者
も
憤
り
を
感
じ
る
の
だ

か
ら
︑
実
際
に
姿
を
映
し
出
さ
れ
︵
日
本
版

で
は
顔
に
ぼ
か
し
処
理
︶︑﹁
悪
人
﹂﹁
野
蛮
人
﹂

と
糾
弾
さ
れ
る
太
地
町
の
関
係
者
た
ち
の

怒
り
と
悲
し
み
は
い
か
ば
か
り
か
⁝
⁝
︒

　

事
実
誤
認
︑
デ
ー
タ
捏
造
︑
論
理
の
す

り
替
え
︑
や
ら
せ
演
出
⁝
⁝
︑
ツ
ッ
コ
ミ

ど
こ
ろ
は
満
載
だ
が
︑
何
よ
り
不
快
な
の

は
こ
の
映
画
制
作
者
側
の
人
た
ち
の
傲
慢

さ
だ
︒
彼
ら
は
自
ら
の
﹁
正
義
﹂﹁
善
﹂﹁
無

垢
﹂
を
何
ら
疑
う
こ
と
な
く
︑
そ
の
主
義

主
張
に
反
す
る
者
を
一
方
的
に
攻
撃
す
る
︒

そ
こ
に
は
明
ら
か
な
差
別
と
偏
見
が
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
差
別
や
偏
見
を
以
て
他
者

を
貶
め
た
映
画
は
数
多
あ
る
︒
か
つ
て
西

部
劇
の
多
く
で
描
か
れ
た
﹁
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
﹂
は
そ
の
典
型
だ
︒
開
拓
者
た
ち
を
突

如
と
し
て
襲
撃
す
る
﹁
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
﹂

は
﹁
未
開
﹂﹁
野
蛮
﹂︑
そ
し
て
開
拓
の
行

く
手
を
阻
む
﹁
邪
悪
﹂
の
象
徴
で
あ
っ
た
︒

　

現
在
で
も
人
種
や
民
族
︑
文
化
︑
宗
教
︑

性
別
な
ど
様
々
な
＂
違
い
＂
に
対
す
る
無

知
や
不
寛
容
か
ら
差
別
・
偏
見
が
生
み
出

さ
れ
る
例
は
後
を
絶
た
な
い
︒
そ
れ
は
︑

往
々
に
し
て
﹁
正
義
感
﹂
や
﹁
善
意
﹂
を

源
泉
と
し
て
い
る
か
ら
厄
介
だ
︒
い
か
な

る
活
動
も
︑
主
張
も
︑
他
者
と
の
関
係
性

と
自
ら
の
立
脚
点
を
常
に
顧
み
る
謙
虚
さ

を
忘
れ
れ
ば
︑
そ
こ
に
あ
る
の
は
独
善
だ
︒

　

筆
者
が
感
じ
た
憤
り
と
反
発
は
︑
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
根
ざ
す
︒
行
き
過
ぎ
た
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
虚
心
坦
懐
な
思
考
を
鈍

ら
せ
︑
人
を
視
野
狭
窄
に
す
る
︒
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
も
差
別
・
偏
見
を
生
み
出
す
源

泉
の
ひ
と
つ
だ
︒
イ
ル
カ
・
鯨
漁
の
是
非

は
︑
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
呪
縛
を
離
れ
︑

様
々
な
観
点
か
ら
議
論
が
必
要
だ
と
思
う
︒

　

こ
の
映
画
で
は
︑
鯨
肉
食
の
危
険︵
水
銀

汚
染
︶
を
主
張
す
る
た
め
に
水
俣
病
を
持
ち

出
し
︑
水
俣
病
患
者
の
映
像
が
使
わ
れ
て

い
る
︒
こ
れ
は
筋
違
い
の
ご
都
合
主
義
で
︑

水
俣
病
患
者
へ
の
冒
涜
で
も
あ
る
と
思
う
︒

差
別
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
…
…

『ザ・コーヴ』（2009年、米国）
【監督】ルイ・シホヨス　【出演】リック・オバリー、ルイ・シホヨス



このコーナーでは皆様の写真を募集しています。
募集内容◎アジアを旅した写真5枚程度（日本も含みます）詳しくはAPLA／あぷら事務局（TEL：03-5273-8160）までお問い合わせください。皆様からの応募をお待ちしております！
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今回のお題

16
撮 影 者◎平河夏／ひらかわ・なつ
撮影場所◎タイ王国、バンコク16

　いわゆる“貧富の差”の激しい国である。街中には高層ビルが立ち並び、高級車が気炎を上げ、デパートに
は高級品が溢れている。
　そんななかで、それらとは無縁な人びとが暮らしている。日々彼らは働き、幾ばくかのお金を稼いで暮らし
ている。しかし、彼らは絶望してはいないし、決して笑顔を忘れない。彼らを見ていると“貧富の差”などという
言葉が安易な、薄っぺらいものに感じられる。彼らは幸福に違いないなどと言うつもりはない。しかし恐らく不
幸なわけでもない。個々人にピントを合わせると「多様な生き方を選んでいる」ように見えてくるのだ。道端で
火を使い、改造屋台を引き、当然のように路上で食べ、喋り、笑う。
　カメラを提げて市場へ通う。タイ語も碌に喋らず、ヘラヘラ笑いながらレンズを向ける日本人にも、彼らは優しい。

1─ アーリー地区　トゥクトゥクドライバー
主に観光地でよく見る自動三輪車「トゥクトゥク」。料金は行き先に応じて事前交渉。（2012年1月16日撮影）

2─ アーリー地区　路上マガジン店
これも生活の糧。売るものさえあればいつでもどこでも。（2012年1月16日撮影）

3─ クロントゥーイ市場　市場で豚肉を売る女性
タイの人たちは豚の頭から脚の先まですべて食べる。（2011年10月24日撮影）

4─ プラカノン市場　床屋の店主
カメラ片手に眺めていたら「入って撮る？」と扉を開けてくれた。（2012年2月3日撮影）

5─ プラカノン市場　ふくろ茸を売る女性
ふくろ茸はタイ料理に欠かせない。女性のレンズを見据える眼が印象的だった。手元は休みなく動く。
（2012年2月3日撮影）

1

2

4

3

5

タイ王国

バンコク

ミトラティー（Mitra Tea）

レポーター

大村勘斗／おおむら・かんと
株式会社リタトレーディング

ミ
ト
ラ
テ
ィ
ー
ウ
バ
の
ウ
バ

0

0

と
は
ス

リ
ラ
ン
カ
の
山
岳
地
帯
南
東
部
の

地
域
名
の
こ
と
で
︑
標
高
1
5
0
0
～
2 

0
0
0
m
に
位
置
す
る
紅
茶
の
産
地
と
し

て
世
界
的
に
も
有
名
な
地
域
で
す
︒
コ
ロ

ン
ボ
よ
り
車
で
5
時
間
ほ
ど
山
を
登
っ
て

行
く
と
︑
澄
ん
だ
空
気
と
彩
り
豊
か
な
花

と
自
然
に
囲
ま
れ
た
茶
園
に
到
着
で
す
︒

茶
園
は
山
の
傾
斜
面
に
沿
っ
て
い
て
一
面

に
茶
の
木
が
広
が
っ
て
い
ま
す
︒

ミ
ト
ラ
テ
ィ
ー
の
生
産
者
た
ち
と

生
産
方
法

　

摘
み
手
は
女
性
が
中
心
で︵
す
べ
て
手
摘

み
︶︑
一
日
ひ
と
り
あ
た
り
最
低
15
㎏
を

摘
み
︑
そ
れ
以
上
摘
ん
だ
分
は
出
来
高
制

で
自
身
の
報
酬
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
︒
朝

6
時
か
ら
始
ま
る
農
作
業
︑
テ
キ
パ
キ
と

作
業
さ
れ
て
い
る
様
子
を
撮
る
た
め
に
摘

み
手
の
女
性
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
時
の
︑

彼
女
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
が
特
に
印
象
的

で
し
た
︒
私
の
持
っ
て
い
た
厳
し
い
労
働

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
違
う
も
の
で
し
た
︒

茶
園
で
働
か
れ
て
い
る
方
々
の
住
ま
い
へ

伺
っ
た
際
に
は
︑
子
ど
も
た
ち
に
質
問

し
て
み
ま
し
た
︒﹁
大
き
く
な
っ
た
ら
何

に
な
り
た
い
の
？
﹂
即
答

で
︑﹁
ド
ク
タ
ー
！
﹂﹁
ナ

ー
ス
！
﹂
目
を
輝
か
せ
て

答
え
る
姿
は
希
望
に
満
ち

て
生
き
生
き
と
し
て
い
ま

し
た
︒

　

ミ
ト
ラ
テ
ィ
ー
の
生
産

者
た
ち
は
︑
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク︵
有
機
農
法
︶︑ 

フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド︵
F
L
O
︶
の
認
証
を

受
け
た
茶
園
で
働
い
て
い
ま
す
︒
残
念
な

が
ら
こ
の
よ
う
な
条
件
の
茶
園
は
ま
だ
ま

だ
少
な
く
︑
一
般
的
に
は
慣
行
農
法
︑
非

認
証
の
茶
園
が
ほ
と
ん
ど
で
す︵
有
機
認
証

を
受
け
た
茶
園
は
全
体
の
約
0
・
3
%
︶︒

　

実
際
に
茶
園
の
取
り
組
み
方
法
を
拝
見

し
て
︑
こ
の
茶
園
の
方
々
は
社
会
保
障
面

で
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
︑
そ
し
て
何

よ
り
も
農
薬
や
殺
虫
剤
︑
除
草
剤
を
使
用

し
な
い
有
機
農
法
に
よ
っ
て
︑
安
心
し
て

農
作
業
に
取
り
組
め
る
様
子
が
う
か
が
え

ま
し
た
︒
ま
た
︑
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い

︵
落
ち
葉
や
ハ
ー
ブ
の
堆
肥
を
使
用
︶
自
然
循
環
型

の
農
法
に
よ
り
土
壌
に
も
負
荷
を
か
け
な

い
こ
と
は
︑
生
産
者
だ
け
で
な
く
︑
消
費

者
の
健
康
︑
そ
し
て
将
来
の
次
世
代
に
引

き
継
が
れ
る
環
境
の
保
全
と
い
う
意
味
で

も
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
︒
と
は
い
え
︑

慣
行
農
法
に
比
べ
運
営
コ
ス
ト
が
か
さ
む

こ
と
も
切
実
な
課
題
で
す
︒
ま
た
通
常
の

競
り
市︵
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
︶
を
通
し
て
し
ま
え

ば
︑
慣
行
農
法
と
も
区
別
な
く
安
価
に
取

引
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
︒

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
選
択

　

こ
の
度
︑
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
取
り

組
み
を
さ
れ
て
き
た
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
茶

園
オ
ー
ナ
ー
に
も
直
接
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
︒﹁
選
択
の
問
題
で
す
︒

か
つ
て
の
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
が
当
た
り

前
だ
っ
た
時
代
か
ら
︑
今
で
は
吸
わ
な
い

こ
と
が
世
界
の
常
識
︑
主
流
に
な
っ
て
い

る
︒
食
物
に
対
す
る
安
全
性
に
つ
い
て
も
︑

人
び
と
の
関
心
が
高
ま
る
傾
向
は
続
い
て

い
る
︒
人
や
環
境
の
健
全
性
を
考
え
た
場

合
︑
自
然
に
順
応
し
︑
薬
に
頼
ら
な
い
で

栽
培
す
る
農
法
が
よ
い
の
か
ど
う
か
は
︑

自
ず
と
答
え
は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
﹂
と
︑

確
信
を
持
っ
た
話
し
方
に
私
も
共
鳴
し
ま

し
た
︒
■

生産者の女性たち。

茶摘の風景。

ウバ茶園の様子。

ミトラティー（Mitra Tea）ウバ茶とアールグレイはAPLA SHOPでも取り扱っています。
http://www.aplashop.jp
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ら
晩
ま
で
休
む
こ
と
な
く
畑
仕
事

に
精
を
出
す
。
耕
作
担
当
の
レ
ネ

ー
の
相
棒
に
な
っ
た
。
1
期
生
の

レ
ム
レ
ム
が
推
薦
し
、
将
来
、
サ

ン
フ
リ
ア
ン
で
一
緒
に
農
業
を
す

る
約
束
を
し
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ナ
ン
は
、
最
近
結
成
さ
れ

た
バ
イ
ス
の
バ
ラ
ン
ゴ
ン
生
産
者

協
会（
B
I
B
F
A
）
と
オ
ル
タ
ー
・
ト

レ
ー
ド
社（
A
T
C
）
が
推
薦
し
、
将

［編集長］

大野和興

［編集者］

吉澤真満子、野川未央
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編集後記

1月 22日～
28日

「脱原発への道」ドイツツアー（呼びかけ：みどりの未来、企画：㈱マイチケット社）に、
共同代表の疋田が参加しました。※前号記載漏れ

2月 9日～
15日

恵泉女学園大学フィールドスタディーツアー（ネグロス）に大橋が同行しました。
※前号記載漏れ

3月 8日 「福島農家の“今”に触れる～福島視察・全国集会事前勉強会」を日本国際ボランティ
アセンター（JVC）とアジア太平洋資料センター（PARC）と共催しました。

3月 9日 在日東ティモール大使館主催レセプションに吉澤・野川が参加しました。

3月 10日、
11日 アースガーデン“灯”に出店しました。

3月 13日 緊急市民国際シンポ「やっぱりTPPでは生きられない！」にTPPに反対する人びとの
運動で参加し、APLAも協力しました。

3月 17日 「【料理教室】フィリピン・お菓子作りから見えるつながり」をインターンの藤原さん
が企画し、開催しました。

3月 24日 福島県有機農業ネットワークふくしま集会実行委員会主催「福島視察・全国集会」に
疋田・吉澤が参加しました。

4月 4日 「TPPに反対する運動を進めるための円卓会議」に秋山が参加しました。

4月 7日 「福島百年未来塾」第1回を開催しました。

4月 21日、
22日 アースデー東京2012に、ATJと共同で出店しました。

4月 27日 ドキュメンタリー映画『シェーナウの想い～自然エネルギー社会を子どもたちに～』
上映＆「脱原発への道」ツアー報告会を開催しました。

4月 28日 APLA理事会開催。

　世界中がひとつの市場となって勝ち負け
を競うグローバル化の時代。国民国家の形
成、国づくりは果たして可能なのか。東ティ
モールの独立10年の歴史は、そんな疑問を
突き付けている。これはこの国の為政者や
民衆だけの問題ではない、私たち自身につ
きつけられている問題でもある。私自身が関
わる反TPP運動とも重ね合わせて、そんなこ
とを考えた。（大野）

　特集では東ティモールの今をお伝えしま
したが、そこから見えてくることが、私たちの
暮らしにも当てはまるような気がします。基
本的な生活基盤はまったく違いますが、人び
とがさらされている現実や問題の本質は、世
界的に同じことがいえるのではないかと。そ
して、TOPICで語られている全く違うふたつ
の内容も、同じところに帰結するような……、
そんなことを感じる号となりました。（吉澤）

　今回から新しく編集担当に加わりました。
……が、入稿を見届けずに海外出張とあい
なりました。実は、この文章も出張先の東
ティモールで書いております。今号の特集で
は、この5月で独立（主権回復）から10年を迎え
る東ティモールを取り上げ、市井の人びとの
声を集めました。大統領選挙の決選投票日
にはディリにいる予定なので、どこかでご報
告したいと思ってます。（野川）

ホームページが新しくなりました！
4月よりAPLAのホームページが新しくなりました。リ
ニューアルに合わせてAPLAのfacebookも開設。「あぷ
ら事務局だより」として事務局の日々の出来事などを
お伝えします。ぜひ、のぞいてみてください。

以下の呼びかけに賛同・参加しました。
●原子力資機材の輸出及び公的信用の付与に際して独立した審査プロセスの確立を求める緊急声
明【賛同】

●福島県有機農業ネットワークふくしま集会実行委員会主催「福島視察・全国集会」【賛同】

フィリピン・ネグロス東州地震被災者支援にご協力ありがとうございます。
募金は4月末まで受け付けました。最終合計金額はまた後日ご報告いたします。
■2012年3月31日までの募金額：1,016,000円

「福島の子どもたちに届けよう バナナ募金」へ引き続きご協力をお願いいたします。
■2011年度の受付額（2011年11月～2012年3月まで）：789,883円
福島の保育園・幼稚園への配達状況は、ホームページでご確認いただけます。
http://www.apla.jp/bnn_bokin/log.html

APLA会員限定のメーリングリストを不定期に流しています。
まだ登録されていない方はぜひ登録してください。（事務局までご連絡ください。info@apla.jp）

 

事務局の動き（2012年3月～4月）

事務局からお知らせ

　

K
F
|

R
C
の
ス

タ
ッ
フ
は
現
在
8

名
。
な
か
で
も
、
１

期
・
2
期
生
出
身
の

ジ
ョ
ネ
ル
、
エ
ム
エ

ム
、
レ
ネ
ー
は
、
研

修
後
も
農
場
に
残
る

決
意
を
し
、
農
場
長

カ
ル
ロ
ス
と
と
も
に
、

養
豚
・
耕
作
・
農
場

運
営
を
一
手
に
引
き

受
け
て
い
る
。
そ
の

「
先
輩
」
た
ち
に
よ

る
3
期
生
候
補
の
面

接
試
験
が
3
月
は
じ

め
に
行
わ
れ
た
。
今

年
7
月
で
3
年
目
を
迎
え
る
農
場

の
体
制
も
よ
う
や
く
確
立
し
、
3

期
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
条
件

が
揃
っ
た
か
ら
だ
。

　
「
な
ぜ
農
民
に
な
り
た
い
の

か
？
」「
1
年
間
の
研
修
で
何
を

獲
得
し
た
い
の
か
？
」「
地
域
や

家
族
と
は
ど
ん
な
問
題
を
抱
え
て

い
た
か
？
」「
自
分
か
ら
希
望
し

て
農
場
で
研
修
す
る
の
か
？
」
先

輩
の
元
研
修
生
は
こ
ん
な
「
質
問

状
」
を
作
成
し
た
。
面
接
の
前
に

上
手
に
字
が
書
け
な
い
候
補
生
に

は
、
彼
ら
が
丁
寧
に
説
明
し
な
が

ら
代
筆
ま
で
し
て
や
っ
た
。
4
名

い
た
候
補
生
の
う
ち
、
2
人
は

「
親
に
言
わ
れ
て
な
ん
と
な
く
来

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
た
も

の
だ
か
ら
、
即
刻
不
合
格
。
合
格

者
は
、
ジ
ョ
マ
リ
・
デ
ラ
ク
ル
ス

（
32
歳
・
サ
ン
フ
リ
ア
ン
出
身
）
と
ジ
ョ
ナ

ン
・
ベ
ン
ト
ゥ
ラ（
24
歳
・
バ
イ
ス
出

身
）
に
決
定
し
た
。

　

ジ
ョ
マ
リ
は
無
口
だ
が
、
朝
か

カネシゲファーム・ルーラルキャンパス（KF-RC）
3期生候補の「きびしい？」面接試験が終わりました！ 

From Negros, Philippines【ネグロスより】

来
地
域
で
養
豚
と
堆
肥
作
り
、
野

菜
生
産
な
ど
「
バ
ナ
ナ
産
地
の
多

様
な
農
業
を
担
う
若
者
代
表
」
と

い
う
期
待
を
背
負
っ
て
、
現
在
養

豚
を
中
心
に
連
日
特
訓
を
受
け
て

い
る
。
農
場
は
新
し
い
若
者
が
加

わ
っ
て
さ
ら
に
賑
や
か
に
な
っ

た
。
1
年
後
の
姿
が
楽
し
み
だ
。

（
A
P
L
A
フ
ィ
リ
ピ
ン
デ
ス
ク：
大
橋
成
子
）■

　

互
恵
の
た
め
の
ア

ジ
ア
民
衆
基
金（
A
P 

F
）会
長
の
藤
田
和
芳

さ
ん
か
ら
の
呼
び
か

け
で
、
ア
ジ
ア
の
仲

間
た
ち
も
2
0
1
2

年
3
月
11
日
に
、
東

日
本
大
震
災
大
震
災

へ
の
追
悼
の
気
持
ち
を
込
め
て
キ

ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
て
く
れ
ま
し
た
。

❖　
　
　

❖　
　
　

❖　
　
　

❖

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
】

カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー
ラ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス（
K
F
|

R
C
）

　

呼
び
か
け
に
す
ぐ
反
応
し
て
く

れ
た
K
F
|

R
C
理
事
長
の
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
さ
ん
。
2
0
1
1
年
3

月
11
日
に
日
本
で
何
が
起
こ
っ
た

か
を
研
修
生
た
ち
に
話
し
て
く
れ

た
そ
う
で
す
。
真
剣
に
聞
き
入
る

研
修
生
と
ス
タ
ッ
フ
た
ち
。
今
度
、

こ
の
感
想
を
聞
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

❖　
　
　

❖　
　
　

❖　
　
　

❖

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
よ
り
】

オ
ル
タ
ー・
ト
レ
ー
ド
社（
A
T
C
）

　

2
0
1
2
年
2
月
6
日
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
9
の
地
震
が
ネ

グ
ロ
ス
東
州
を
襲
い
ま
し
た
。
か

つ
て
日
本
ネ
グ
ロ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
委
員
会（
J
C
N
C
）
が
緊
急
支

援
に
入
っ
た
地
域
で
、
現
在
は
バ

ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
を
出
荷
し
て
い

る
ホ
マ
イ
ホ
マ
イ
村
も
大
き
な
被

害
に
あ
い
ま
し
た
。
緊
急
支
援
に

入
っ
た
A
T
C
と
村
の
被
災
者
た

ち
が
、
ネ
グ
ロ
ス
の
地
震
と
東
日

本
大
震
災
の
被
害
者
へ
追
悼
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を

灯
し
ま
し
た
。

❖　
　
　

❖　
　
　

❖　
　
　

❖

【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り
】

オ
ル
タ
ー・
ト
レ
ー
ド
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
社（
A
T
I
N
A
）

　

夜
ま
で
残
っ
て
い
た
加
工
員
の

皆
さ
ん
が
集
い
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
を
開
催
。
詩
の
朗
読
や
ギ
タ
ー

演
奏
と
一
緒
に
歌
を
歌
っ
て
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
暗
闇
の
な
か
、

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に
思
い

を
は
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
ひ
と

時
に
。
自
然
災
害
を
前
に
人
間
は

と
て
も
弱
き
も
の
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
謙
虚
に
な
り
、
人
に
も
自
然

に
も
や
さ
し
く
な
り
、
愛
と
尊
敬

を
も
っ
て
生
き
て
い
こ
う
、
と
確

認
し
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

❖　
　
　

❖　
　
　

❖　
　
　

❖

【
東
テ
ィ
モ
ー
ル
よ
り
】

オ
ル
タ
ー・
ト
レ
ー
ド
・
テ
ィ
モ
ー

ル
社（
A
T
T
）
と
学
生
た
ち

　

A
T
T
と
K
〈
注
〉

S
I
の
ス
タ
ッ
フ

と
そ
の
家
族
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
大

学
の
学
生
た
ち
35
人
、
そ
し
て
2

人
の
大
使
館
日
本
人
職
員
が
日
本

大
使
館
の
前
に
集
ま
り
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
日
本
へ
心
の

こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
よ

う
に
と
、
ハ
ー
ト
型
に
ろ
う
そ
く

を
灯
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
全
員

で
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の

追
悼
の
祈
り
を
さ
さ
げ
、
そ
の
後
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
祈

る
た
め
海
に
花
を
流
し
ま
し
た
。■

3.11 APLAの仲間も
キャンドルナイト

〈
注
〉
A
P
F
の
会
員
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
N
G 

O
。東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
け
る
養
鶏
事
業
、養

魚
事
業
な
ど
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
。

ネグロス東州の地震の被災者たちもキャン
ドルを灯した。


